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幼稚園の『朝のうた』についての一考察
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Ⅰ．研究目的
 幼稚園，保育園での音楽活動は，歌うこと，楽器
で演奏すること，身体で表現すること等，多岐にわ
たっている。日常の保育の中で，保育者は音楽活動
について様々な悩みを抱えながらも日頃の保育に追
われ，自らの音楽活動を振り返ることが難しい状況
にある。これまでの保育現場における幼児の音楽活
動に関する研究をみると，幼児の日常の話し声や歌
唱時のピッチや音程に関する調査１）２）３），無伴奏
時における声域の調査４）５）６），どなり声，つくり
うたに関する調査７）８）や，幼稚園や保育園，家庭
でどのような歌が歌われているか，といった歌唱
教材に関する調査９）10）等が行われている。しかし，
園生活の中で子どもが歌唱教材とされる歌を，日常
的にどのように歌っているのか，という実態を具体
的に分析した調査は少ない。
　一般的に，子どもの歌の習得過程は，まず歌詞を
手掛かりとして歌を覚え，歌詞が拍に乗り，リズミ
カルに歌われるようになり，次に，旋律に乗って歌
えるようになるといわれている11）12）。園生活の中
での歌唱教材も，子どもの音楽的な発達や学習方法
を踏まえながら教材を選択すべきであると思われる
が，一般的に行事や季節に応じた教材が優先的に選
択される傾向にあり，教材を子どもの側からの観点
に立って選択し，吟味されることは少なかったよう
に思われる。このような傾向は，幼稚園，保育園で
毎日歌われる『朝のうた』においてもみられ，年少
から年長までの全年齢で同じ教材が日々慣習的に歌
われている現状がみられる。したがって，本研究で
は，幼稚園の朝の会で歌われる『朝のうた』を，子
どもたちがどのように歌っているのかについて分析
し，具体的にどのような特徴がみられるのか，その
実態を明らかにし，教材の選択や指導方法を考える
うえでの手がかりを得たいと思う。
Ⅱ．調査方法
１．調査対象
　今回の調査対象は福岡市内Ｋ幼稚園の年長児クラ
ス32名，年中児クラス35名，年少児クラス25名の
子どもたちである。Ｋ幼稚園は福岡市西部の閑静な
住宅地に位置しており，毎日，子ども達がのびのび
と遊ぶ姿がみられる。子ども達は9:00~10:00に登
園し，自由遊びの後，10:30頃から各保育室で朝の
会が始まる。
　Ｋ幼稚園の『朝のうた』とは，年間を通して毎
日の朝の会で歌われる歌で「ならびましょう」（作
詞者不詳・作曲者不詳・4/4・Ddur・音域 a ～ h １）
「トントンまえ」（原曲「きらきらぼし」（フランス
民謡）の替え歌・4/4・Ddur・音域 d １～ h １），「お
むねをはりましょ」（作詞者不詳・作曲者不詳・
2/4・Cdur・音域 c １～ a １）「おはようのうた」（田
中忠正作詞　河村光陽作曲・2/4・Cdur・音域 c １
～ d ２）の４曲からなる。全曲共，動作を交えなが
らメドレー風に歌われる。歌唱の際は担任教諭がピ
アノで伴奏しながら子どもと一緒に歌っている。Ｋ
幼稚園では年少，年中，年長の全クラスすべてで同
じ『朝のうた』を歌っている。
２．調査方法
　幼児を対象とした歌に関する実態調査は様々な方
法が試みられており，共通したものはみられない。
その理由として，日常生活の中で，できるだけ自然
な状態で子どもの声を把握する研究の方法が確立し
ていないことによる。調査によって本来の幼児の歌
唱表現の実態を正確にとらえることは非常に難し
い。なぜなら，日常と異なった環境や状況の中で，
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子どもにマイクを向けて第３者が調査することは，
子ども本来の歌の実態の一部をとらえることに留ま
るように思われるからである13）。
　本来，幼稚園における歌唱教材は現場の教師が子
どもの声を自分の耳で判断し，子どもの音楽的な発
達や表現を理解しつつ，適切な教材を選択すること
が望ましいと考える。今回の調査では，歌唱におけ
る子どもの実態を知る方法として，子どもたちが集
団で歌っている状態を録音し，分析することとし
た。集団で歌う歌声を分析することは，個々の声を
とらえにくいという問題はみられるが，全体的な傾
向は把握されるのではないかと思われる。したがっ
て，今回の調査においては，日常の保育と同じ状況
設定のもとで，クラス全員が歌っている歌声を録音
し，分析を行った。
　調査は H20年５月，７月，H21年３月の計３回
行った。そのうち，分析の対象はＨ20年７月分と
した。この時期を選んだ理由は，保育者が録音して
おり，子どもの実態が最も自然に表れていると思わ
れること，年少児が入園後の園生活に馴染む時期で
あることによる。
　「ならびましょう」「トントンまえ」「おむねをは
りましょ」の３曲は１番のみを歌っている。「おは
ようのうた」は１番の最後４小節を前奏として，２
番まで歌っている。全４曲について，各年齢別に言
葉と呼吸（ブレス），リズムとテンポ，旋律の側面
より分析を行った。なお，旋律の分析については，
歌声の中間部のピッチを判定し，採譜を行った。
Ⅲ．結果
　譜例１．２．３に『朝のうた』全４曲のうち，各年
齢別の「おはようのうた」を示している。なお，各
曲のテンポは担任がピアノ伴奏で提示したテンポを
示している。
１．年長児
（１）「ならびましょう」
①　言葉と呼吸
　呼吸は２小節毎に行われており，歌詞については
８呼間注１）のまとまりがみられる。全体的に明瞭な
声で発音されている。１拍に２音節が当てられてい
るが，一語一語を明確に発音できている。８小節目
の「ラン・ラン・ラン」，13～16小節目の「ラン・
ラン・ラン・ラン～」のフレーズは「ラ・ラ・ラ・
ラ～」と発音されており，「ン」が省略されている。
②　リズムとテンポ
　この歌の原曲のテンポは指定されていない。歌の
テンポは♩＝132であった。歌の大部分は
の付点リズムのフレーズから構成されている。１，
２小節目の「なら・びま・しょう」[ ・ ・
] のフレーズの付点リズムは正確に歌われている。
ま た，11，12小 節 目 の「 い ち・ に・ さ ん・ し・
ご・ろく・しち・はち」[ ♩・♩・♩・♩・♩・
♩・♩・♩ ] のフレーズもテンポに乗って正確に歌
われている。その他の部分も全体的にほぼ正確であ
る。
③　旋律
　この歌の原曲の開始音は d1　音で音域は a ～ h1 
である。１，２小節目の「なら・びま・しょう」[d1 
d1 ・d1 fis1 ・a1 ] は a1 音の同音進行で歌われている。
３．４小節目の「は・やく・きれ・いに・なら・び
ま・しょう」[h1 ・a1 h1 ・a1 a1 ・fis1 d1 ・e1 e1 ・e1 fis1 
・d1 ] は [a1 ・a1 a1 ・a1 a1 ・fis1 fis1 ・e1 e1 ・e1 e1 ・
d1  ] と歌われており，部分的に a1 ，fis1 ，e1 音の同
音になっている。５．６小節目の「いち・れつ・い
ち・れつ・おな・らび・しま・しょ」[d1 d1 ・aa・ 
fis1 fis1 ・d1 d1 ・e1 e1 ・aa・d1 e1 ・fis1 ] の d1 ～ a の
完全４度下降，a ～ fis1 の長６度上昇，fis1 ～ d1 の
長３度下降，e1 ～ a の完全５度下降は，d1 音の同
音進行で歌われる傾向がみられる。７．８小節目
の「みぎ・むいて・ひだり・むいて」[g1 g1 ・e1 e1 
・ fis1 fis1 ・d1 d1 ] の短３度，長３度下降の連続は
[fis1 ・e1 ・fis1 ・e1 ] の長２度下降の連続となってい
る。９，10小節目の「あし・ぶみ・トン・トン・
そろ・えま・しょう」［a1 h1 ・a1 fis1 ・a1 fis1 ・a1 h1 
・a1 fis1 ・a1 ］の長２度上昇・下降，短３度下降・
上昇の連続，長２度上昇・下降，短３度下降・上
昇は a1 音の同音進行で歌われている。11，12小節
目の「いち・に・さん・し・ご・ろく・しち・は
ち」[h1 ・a1 ・g1 ・fis1 ・a1 ・g1 ・fis1 ・e1 ] の順次下降
形は正確に歌われている。13，14小節目の 「ラ・
ラ・ラ・ラ・ラ・ラ・ララ・ラ」[d1 ・a・fis1 ・d1 
・e1 ・a ・d1 e1 ・fis1 ] の完全４度下降，長６度上昇，
長３度下降，長２度上昇，完全５度下降，完全４
度上昇，長２度上昇，長２度上昇の部分は [d1 ・c1 
・e1 ・d1 ・e1 ・d1 ・d1 e1 ・fis1 ] のように歌われてお
り，長２度下降，長３度上昇，長２度下降・長２度
上昇・長２度下降，完全１度（同音），長２度上昇，
長２度上昇のように変化している。15，16小節目
の「ラン・ラン・ラン・ラン・ラン・ラン・ラン」
[g1 ・e1 ・fis1 ・d1 ・e1 ・a・d1 ] のフレーズは [g1 ・e1 
・fis1 ・d1 ・e1 ・c1 ・d1 ] となっており，a 音は c1 音
に変化されている。
④　まとめ
　以上のような結果から，年長児の「ならびましょ
う」は，明瞭な発音で８呼間を一呼吸にまとめて歌
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われており，「ランランラン～」のフレーズの「ン」
は省略される傾向がみられた。
　リズムも全体的に正確であり，付点リズムも拍に
乗ってリズミカルであった。旋律は全体的に輪郭が
ほぼ正確にとらえられているが，「いちれついちれ
つおならびしましょ」「ランランラン～」等の旋律
の上昇下降の激しい部分は同音となる傾向がみられ
た。
（２）「トントンまえ」
①　言葉と呼吸
　呼吸は８呼間毎であり，歌詞のまとまりに従って
行われている。歌の歌詞はすべて「トン・トン・
ま・え」のフレーズの連続であり，全体的に明瞭に
発音できている。２，４，６，10小節目の「トン・
トン・ま・え」は「トン・トン・まー」と発音され
ており，最後の「え」は省略される傾向にある。
②　リズムとテンポ
　原曲のテンポは指定されていない。歌のテンポは
♩＝138であった。全体が「トン・トン・ま・え」
[ ♩・♩・♩・♩ ] の４分音符のリズムフレーズの
繰り返しから構成されている。曲全体を通して正
確であり，リズミカルに歌われている。２，４，６，
10小節目の「まえ」[ ♩♩ ] は「まー」[ ] となっ
ており，「え」を省略する傾向がみられる。
③　旋律
　この歌の原曲の開始音は d1 音で，音域は d1 ～ h1 
である。２，10小節目の「トン・トン・ま・え」
[h1 ・h1 ・a1 ・a1 ] は a1 音の同音進行で歌われている
が，その他の部分はほぼ旋律に乗って正確に歌われ
ている。
④　まとめ
　以上のような結果から，年長児の「トントンま
え」は，８呼間が一呼吸で歌われており，フレー
ズのまとまりが感じられる。「トントンまえ」のフ
レーズの「え」は省略される傾向がみられた。リズ
ムは部分的に４分音符を２拍に伸ばして歌う傾向が
みられるが，全体的には拍に乗ってリズミカルで
あった。旋律は部分的に同音で歌われているが，全
体的に比較的正確なピッチであった。
（３）「おむねをはりましょ」
①　言葉と呼吸
　呼吸は４小節毎であり，８呼間のまとまりがみら
れる。１拍に２音節が当てられているが，全体的に
明瞭に発音されている。
②　リズムとテンポ
　原曲は [ ] の付点と８分音符
のリズムフレーズからなるが，Ｋ幼稚園では [
] の ８ 分 音 符 の 連 続 リ ズ ム に 編 曲
して歌っている。この歌の原曲の指定テンポは
Allegretto（♩＝104～132）である。歌われたテ
ンポは♩＝126であった。[ ] の
８分音符の連続リズムや [ ♩ ] の８分音符
と４分音符のリズムフレーズで構成されているが，
全体的に拍に乗ってリズミカルに歌われている。
③　旋律
　この歌の原曲の開始音は g1 音であり，音域は c1 
～ a1 である。１，２小節目の「おむ・ねを・はり・
ましょ」[g1 g1 ・g1 a1 ・g1 g1 ・g1 e1 ] は g1 音の同音
進行で歌われている。３，４小節目の「のば・し
ま・しょう」[c1 c1 ・d1 d1 ・e1 ] は e1 音の同音進行
になっている。また，５～８小節目の「おて・て
は・りょう・ほう・うし・ろに・おい・て」[c1 c1 
・c1 d1 ・e1 g1 ・g1 ・f1 f1 ・f1 e1 ・d1 c1 ・d1 ] の部分は
[d1 d1 ・d1 d1 ・e1 g1 ・g1 ・f1 f1 ・f1 e1 ・d1 d1 ・d1 ] で
歌っており，最初と最後の c1 音は d1 音で歌われ
ている。９～12小節目の「グー・ンと・おむ・ね
を・はり・ましょ・う」[c1 ・c1 d1 ・e1 g1 ・g1 f1 ・e1 
e1 ・d1 d1 ・c1 ] は [e1 ・e1 e1 ・e1 g1 ・g1 f1 ・e1 e1 ・d1 d1 
・d1 ] と歌われており，最初の c1 ，d1 音は e1 音で
歌われ，部分的に e1 音，d1 音の同音になる傾向が
みられる。13～16小節目の「りっ・ぱな・しせ・
いに・なり・まし・た」[c1 ・c1 d1 ・e1 g1 ・g1 f1 ・e1 
e1 ・d1 d1 ・c1 ] は [d1 ・d1 d1 ・e1 f1 ・f1 f1 ・e1 e1 ・d1 d1 
・d1 ] で歌われており，c1 音は長２度上の d1 音へ，
g1 音は長２度下の f1 音となっている。
⑤　まとめ
　以上のような結果から，年長児の「おむねをはり
ましょ」は言葉が明瞭に発音されており，８呼間を
一呼吸でまとめて歌い，フレーズのまとまりが感じ
られた。リズムも全体的に正確に歌われていた。旋
律は，部分的に旋律の上昇，下降の部分が d1 ，e1 ，
f1 ，g1 音の同音で歌われており，c1 音は d1 ，e1 音，
g1 音は f1 音となる傾向がみられた。
（４）「おはようのうた」
①　言葉と呼吸
　この歌では曲の最後の15～18小節目「きょう・
も・なか・よく・あそ・びま・しょう」の４小節を
前奏として，２番までが歌われている。また，前奏
の最後の部分と歌の終わりでは，子ども達全員が飛
び上がる動作を行っている為，全員が「ピョン」と
いう掛け声を拍に合わせて発声している。
　言葉は全体的に明瞭であり，一語一語を明確に発
音している。また，呼吸は「きょう・も・なか・よ
く・あそ・びま・しょう」「おは・よう」「おは・
よう」「せん・せい・おは・よう」「みな・さん・
おは・よう」「おひ・さま・にこ・にこ・よい・て
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ん・き」「きょう・も・なか・よく・あそ・びま・
しょう」のように言葉のまとまりに従って行われて
いる。
②　リズムとテンポ
　原曲の指定テンポは Moderato（♩＝92～104）
であるが，歌のテンポは♩＝132であった。歌の
大部分が ♪， ♩， の付点のリズムフ
レーズから構成されているが，全体的に正確であ
り，リズミカルである。
③　旋律 
　１番：この曲の開始音は c2 音で音域は c1 ～ d2 で
ある。１．２小節目の「きょう・も・なか・よく」
[c2 ・a1 ・d2 c1 ・a1 g1 ] の c2 ～ a1 の短３度下降，a1 
～ d2 の完全４度上昇，d2 ～ c2 の長２度下降，c2 ～
a1 の短３度下降，a1 ～ g1 の長２度下降の部分は a1 
音の同音で歌われている。３，４小節目の「あそ・
びま・しょう」[e1 g1 ・e1 d1 ・c1 ] は [e1 ・g1 ・e1 e1 
・d1 ] のように歌われており，e1 ～ g1 の短３度上
昇は正確であるが，e1 ～ d1 の長２度下降は e1 音の
同音になっている。また，５，６小節目の「おは・
よう・おは・よう」[e1 g1 ・g1 ・e1 g1 ・g1 ] の e1 ～
g1 の短３度上昇はほぼ正確に歌われている。７，８
小節目の「せん・せい・おは・よう」[a1 ・a1 g1 ・e1 
g1 ・g1 ] は [gis1 ・gis1 ・e1 g1 ・g1 ] で歌われ，a1 音
は半音下がった gis1 音で歌われている。９，10小
節目の「みな・さん・おは・よう」[a1 c2 ・g1 e1 ・
d1 g1 ・g1 ] の a1 ～ c2 の短３度上昇，c2 ～ g1 の完全
４度下降，g1 ～ e1 の短３度下降，e1 ～ d1 の長２度
下降，d1 ～ g1 の完全４度上昇は部分的にａ1 ，e1 音
の同音進行で歌われている。11～14小節目の「お
ひ・さま・にこ・にこ・よい・てん・き」[e1 e1 ・
e1 g1 ・e1 d1 ・c1 c1 ・d1 e1 ・g1 a1 ・g1 ] は [e1 e1 ・e1 g1 
・e1 e1 ・d1 d1 ・d1 e1 ・g1 ・g1 ] となっており，旋律
の上昇下降はとらえているが，c1 音は d1 音に変化
して歌われる傾向がみられた。15，16小節目の
「きょ－・も・なか・よく」[c1 ・a1 ・d2 c1 ・a1 g1 ]
は a1 音の同音で歌われていた。17，18小節目の
「あそ・びま・しょう」[e1 g1 ・e1 d1 ・c1 ] は [f1 g1 
・e1 e1 ・e1 ] となっており，部分的に e1 音の同音で
歌われていた。
　２番：１，２小節目の「おは・よう・おは・よ
う」，４小節目「おは・よう」は正確であるが，３
小節目の「せん・せい」［a1 ・a1 g1 ］は［a1 ・a1 ］
で歌われている。５，６小節目の「みな・さん・お
は・よう」［a1 c1 ・g1 e1 ・d1 g1 ・g1 ] の短３度上昇，
完全４度下降，短３度下降，長２度下降，完全４
度上昇は［a1 a1 ・g1 ・e1 g1 ・g1 ] と歌われ，部分的
に a1 音の同音によって歌われている。７～10小節
目の「おす・なば・まま・ごと・すべ・りだ・い」
［e1 e1 ・e1 g1 ・e1 d1 ・c1 c1 ・d1 e1 ・g1 a1 ・g1 ] は [e1 
e1 ・e1 g1 ・e1 d1 ・d1 d1 ・e1 e1 ・g1 g1 ・g1 ] と歌ってお
り，部分的に d1 音と g1 音の同音で歌われる傾向が
みられた。11～14小節目の「きょう・も・なか・
よく・あそ・びま・しょう」[c2 a1 ・d2 c1 ・a1 g1 ・e1  
g1 ・e1 d1 ・c1 ] は，[a1 a1 ・a1 a1 ・a1 g1 ・e1 g1 ・e1  e1 
・e1 ] のように部分的に a1 ，e1 音の同音によって
歌われている。
④　まとめ
　以上のような結果から，年長児の「おはようのう
た」は，言葉は明瞭であり，言葉のまとまりに従っ
て呼吸が行われる傾向がみられた。リズムの面では
付点リズムが拍に乗って正確に歌われていた。旋律
の輪郭はほぼ正確であるが，部分的に旋律の上昇下
降が激しい部分は，e1 ，a1 音の同音で歌われる傾
向がみられた。
２．年中児
（１）「ならびましょう」
①　言葉と呼吸
　呼吸は２小節毎に行われ，８呼間ずつのまとまり
がみられる。３小節目の「は・やく・きれ・いに」
の「く」「に」，６小節目の「おな・らび・しま・
しょう」の「び」は省略されている。８小節目の
「ラン・ラン・ラン」，13～16小節目の「ラン・ラ
ン・ラン・ラン～」のフレーズは「ラ・ラ・ラ・ラ
～」と発音されており，「ン」は省略されている。
②　リズムとテンポ
　歌のテンポは♩＝144である。１，２小節目の
「 な ら・ び ま・ し ょ う・ な ら・ び ま・ し ょ う 」
[ ・ ・ 　・ ・ ・ ] は [ ・♩・
・ ・♩・ ] のように「ましょう」
の部分が拍に乗れず，遅れて歌われている。３，４
小節目の「は・やく・きれ・いに・なら・びま・
しょう」[ ♩・ ・ ・ ・ ・ ・♩ ]
は [ ♩・♪ ・ ・♪ ・ ・♩・ ] のよ
うに部分的に付点リズムで歌われている。５．６小
節目の「いち・れつ・いち・れつ・おな・らび・し
ま・しょう」[ ・ ・ ・ ・ ・ ・
・♩ ] は [ ♩・ ・♩・ ・♩・ ・♩・
♩ ] のように，拍に乗れず，遅れて歌われる傾向が
みられ，付点リズムのリズミカルな躍動感がない。
７，８小節目の「みぎ・むいて・ひだり・むいて」
[ ・ ・ ・ ] の付点リズムは [ ♩・♩・
♩・♩ ] の４分音符のリズムで歌われている。９，
10小節目の「あし・ぶみ・トン・トン・そろ・
えま・しょう」[ ・ ・♩・♩・ ・
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・♩ ]，11，12小節目の「いち・に・さん・し・
ご・ろく・しち・はち」[ ♩・♩・♩・♩・♩・
♩・♩・♩ ] は比較的正確に歌っている。13～16
小節目の「ラ・ラ・ラ・ラ～」[ ♩・♩・♩・♩・
♩・♩・ ・♩ ] は拍に乗れておらずリズミカル
な躍動感がない。
③　旋律
　１，２小節目の「なら・びま・しょう」[d1 d1 ・d1 
fis1 ・a1 ] は [fis1 fis1 ・fis1 ・fis1 a1 ] で歌われており，
fis1 音の同音進行となる傾向がみられる。３，４小
節目の「は・やく・きれ・いに・なら・びま・しょ
う」［h1 ・a1 h1 ・a1 a1 ・fis1 d1 ・e1 e1 ・e1 fis1 ・d1 ］は
［a1 ・a1 ・a1 a1 ・a1 ・gis1 gis1 ・gis1 ・gis1 g1 ］で歌わ
れ，部分的に a1 ，gis1 音の同音進行となる傾向が
みられる。５，６小節目の「いち・れつ・いち・れ
つ・おな・らび・しま・しょ」［d1 d1 ・a a ・fis1 fis1 
・d1 d1 ・e1 e1 ・a a ・d1 e1 ・fis1 ］は fis1 音の同音進
行で歌われる傾向がみられる。７，８小節目の「み
ぎ・むいて・ひだり・むいて・ラン・ラン・ラン」
［g1 g1 ・e1 e1 ・fis1 fis1 ・d1 d1 ・e1 ・a・d1 ］は fis1 音
の同音で，９，10小節目の「あし・ぶみ・タン・
タン・そろ・えま・しょう」［a1 h1 ・a1 fis1 ・a1 ・
fis1 ・a1 h1 ・a1 fis1 ・a1 ］は gis1 音の同音進行となっ
ている。11，12小節目の「いち・に・さん・し・
ご・ろく・しち・はち」［h1 ・a1 ・g1 ・fis1 ・a1 ・g1 ・
fis1 ・e1 ］ は［h1 ・a1 ・a1 ・g1 ・a1 ・g1 ・g1 ・g1 ］ と
歌われており，部分的に a1 ，g1 の同音で歌われる
傾向がみられる。13～15小節目の「ラン・ラン・
ラン・ラン～」［d1 ・a1 ・fis1 ・d1 ・e1 ・a ・d1 e1 ・fis1 
・g1 ・e1 ・fis1 ・d1 ］は g1 音の同音で，最後の16小
節目の「ラン・ラン・ラン」［e1 ・a ・d1 ］は［e1 ・
e1 ・d1 ］で歌われており，e1 ～ a の完全５度下降
は，e1 の同音となっている。
④　まとめ
　以上のような結果から，年中児の「ならびましょ
う」は言葉が比較的明瞭であり，８呼間のまとまり
で歌われていたが，「ランランラン」の「ン」は省
略される傾向がみられた。リズムは全体的にリズミ
カルであるが，部分的に拍に乗れておらず，遅れ
る箇所がみられた。旋律は歌の大部分が fis1 ，g1 ，
gis1 ，a1 音の同音によって歌われていた。
（２）「トントンまえ」
①　言葉と呼吸
　８呼間をまとめて歌い，フレーズのまとまりが感
じられる。全体的に明瞭に発音されている。２，４，
５，８小節目の「トン・トン・ま・え」は「トン・
トン・まー」と発音されており「え」が省略されて
いる。
②　リズムとテンポ
　歌のテンポは♩＝138である。２．４，５，８小節
目の「トン・トン・ま・え」[ ♩・♩・♩・♩ ] は
[ ♩・♩・ ] のように３，４拍目をまとめ，２拍
に伸ばして歌われている。その他の部分は全体的に
正確に歌われている。
③　旋律
　１，２小節目の「トン・トン・ま・え・トン・ト
ン・ ま・ え 」[d1 ・d1 ・a1 ・a1 ・h1 ・h1 ・a1 ・a1] は
[e1 ・e1 ・f1 ・f1 ・f1 ・f1 ・f1 ・f1 ] で歌われており，e1 
，f1 音の同音進行になっている。３，４小節目の [g1 
・g1 ・fis1 ・fis1 ・e1 ・e1 ・d1 ・d1 ] は [f1 ・f1 ・f1 ・f1 
・e1 ・e1 ・e1 ・e1 ] で歌われ，e1 ，f1 音の同音進行
になっている。また，５，６小節目の [a1 ・a1 ・g1 ・
g1 ・fis1 ・fis1 ・e1 ・e1 ] は [gis1 ・gis1 ・g1 ・g1 ・fis1 ・
fis1 ・f1 ・f1 ] となり，f1 ～ gis1 の同音で，７，８小
節目の [a1 ・a1 ・g1 ・g1 ・fis1 ・fis1 ・e1 ・e1 ] は [a1 ・
a1 ・g1 ・g1 ・fis1 ・fis1 ・f1 ・f1 ] となり，最後の e1 音
が f1 音で歌われている。９，10小節目の [d1 ・d1 ・
a1 ・a1 ・h1 ・h1 ・a1 ・a1 ] は [e1 ・e1 ・g1 ・g1 ・g1 ・g1 
・g1 ・g1 ] で歌われ，e1 ，g1 の同音進行になってい
る。11，12小 節 目 の [g1 ・g1 ・fis1 ・fis1 ・e1 ・e1 ・
d1 ] は [g1 ・g1 ・fis1 ・fis1 ・e1 ・e1 ・dis1 ] で歌われて
おり，最後の d1 音は dis1 音になっている。
④　まとめ
　以上のような結果から，年中児の「トントンま
え」は，８呼間を一呼吸でまとめており，言葉は
明瞭に発音されていた。また，部分的に「トン・
トン・ま・え」の「え」が省略される傾向がみら
れた。リズムは全体的に正確であるが，「トントン
まー」のように，部分的に３．４拍目をまとめて２
拍に延ばす傾向がみられた。また，旋律は全体的に
e1 ，f1 ，g1 ，gis1 音の同音によって歌われる傾向が
みられた。
（３）「おむねをはりましょ」
①　言葉と旋律
　呼吸は4小節毎であり，８呼間のまとまりがみら
れる。全体的に，言葉はやや明瞭であるが，５～８
小節目の「おて・ては・りょう・ほう・うし・ろ
に・おい・て」は言葉の発音がバラバラで不明瞭で
あり，一本調子に近い形で叫んで歌う傾向がみられ
た。
②　リズムとテンポ
　歌のテンポは♩＝144であった。１～４小節目の
「おむ・ねを・はり・ましょ・のば・しま・しょ」
［ ・ ・ ・ ・ ・ ・♩］の８
分音符の連続リズムは比較的正確に歌われている。
５～８小節目の「おて・ては・りょう・ほう・う
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し・ろに・おい・て」［ ・ ・ ・♩・
・ ・ ・♩］は拍に乗れず遅れており，リズ
ミカルな躍動感はない。９小節目以降は比較的正確
である。
③　旋律
　１～４小節目の「おむ・ねを・はり・ましょ・の
ば・しま・しょ」[g1 g1 ・g1 a1 ・g1 g1 ・g1 e1 ・c1 c1 ・
d1 d1 ・e1 ] は g1 音の同音で歌われている。５～８小
節目の「おて・ては・りょう・ほう・うし・ろに・
くん・で」[c1 c1 ・c1 d1 ・e1 g1 ・g1 ・f1 f1 ・f1 e1 ・d1 c1 
・d1 ] は fis1 音の同音で歌われている。９～12小節
目の「グー・ンと・おむ・ねを・はり・ましょ・
う 」[c1 ・c1 d1 ・e1 g1 ・g1 f1 ・e1 e1 ・d1 d1 ・c1 ] は f1 
の同音で，13～16小節目の「りっ・ぱな・しせ・
いに・なり・まし・た」[c1 ・c1 d1 ・e1 g1 ・g1 f1 ・e1 
e1 ・d1 d1 ・c1 ] は e1 の同音で歌われる傾向がみられ
た。
④　まとめ
　以上のような結果から，年中児の「おむねをはり
ましょ」は一本調子に近い形で叫ぶような歌い方
で，８呼間を一呼吸にまとめて歌われていた。全体
的に８分音符の連続リズムは正確に歌われている
が，部分的にリズムが間延びしている。旋律はほぼ
正確に歌えているが，部分的に e1 ，f1 ，fis1 ，g1 音
の同音によって歌われる傾向がみられた。
（４）「おはようのうた」
①　言葉と旋律
　年長児と同様に，前奏の最後の部分と歌の終わり
で子ども達全員が飛び上がる動作を行っている為，
全員が「ピョン」という掛け声を発声している。
　１番では１～４小節が一呼吸で歌われている。１
～４小節目の「きょう・も・なか・よく・あそ・び
ま・しょう」は叫ぶように歌っている。５小節目は
歌われていない。８小節目の２拍目，10～14小節
目は不明瞭である。その他の部分はやや明瞭に歌わ
れている。
　２番では，１小節目は歌われていない。２，６～
８小節目は言葉が不明瞭である。11小節目以降の
「きょう・も・なか・よく・あそ・びま・しょう」
のフレーズは叫んでおり，怒鳴って歌う傾向がみら
れた。
②　リズムとテンポ
　歌のテンポは♩＝138である。１番の前奏「きょ
う・も・なか・よく・あそ・びま・しょう」[ ・
♪・ ・ ・ ・ ・♩ ] は [ ・♪・
・♩・♩・ ・♩ ] となっており，付点リズムは
４分音符や８分音符で歌われている。６小節目の
「おは・よう」[ ・♩ ] は [ ♩・ ]，７，８
小節目の「せん・せい・おは・よう」は [ ♩・♩・
・（不明瞭）] で歌われており，付点リズムは
４分音符となる傾向がみられる。15～18小節目の
「きょう・も・なか・よく・あそ・びま・しょう」
は [ ・♪・ ・ ・ ・ ・♩ ] となり，
付点リズムは８分音符の連続リズムに変化してい
る。
　２番の３，４小節目の「せん・せい・おは・よう」
[ ♩・ ・ ・♩ ] は [ ♩・♩・ ・♩ ]，11
～14小節目の「きょー・も・なか・よく・あそ・
びま・しょう」[ ・♪・ ・ ・ ・ ・
♩ ] は [ ・ ・♩・ ・ ・♩ ] で歌われ
ている。
③　旋律
　１番：前奏の１～４小節目の「きょう・も・な
か・よく・あそ・びま・しょう」[c1 ・a1 ・d2 c1 ・
a1 g1 ・e1 g1 ・e1 d1 ・c1 ] は a1 音の同音で歌われてい
る。６小節目の「おは・よう」[e1 g1 ・g1 ] は [f1 
・g1 g1 ] で歌われており，e1 ～ｇ1 の短３度上昇は
f1 ～ g1 の長２度上昇になっている。７～８小節目
の「せん・せい・おは」［a1 ・a1 g1 ・e1 g1  ] は gis1 
音の同音で，９小節目の「みな・さん」［a1 c1 ・g1 
e1 ]，15～18小節目の「きょー・も・なか・よく・
あそ・びま・しょう」[c2 ・a1 ・d2 c1 ・a1 g1 ・e1 g1 ・
e1 d1 ・c1 ] は gis1 音の同音で歌われている。
　２番：５小節目の「みな・さん」［a1 c2 ・g1 e1 ]，
９小節目の「すべ・りだ・い」［d1 e1 ・g1 a1 ・g1 ]，
11～14小節目の「きょー・も・なか・よく・あ
そ・びま・しょう」［c2 a1 ・d2 c1 ・a1 g1 ・e1 g1 ・e1 d1 
・c1 ] は gis1 音の同音で歌われている。
④　まとめ
　以上のような結果から，年中児の「おはようのう
た」は言葉が部分的に不明瞭であり，叫んで歌われ
ていた。リズムは付点リズムのフレーズが４分音
符，８分音符となる傾向がみられた。旋律は歌の大
部分が gis1 音の同音で歌われていた。
３．年少児
（１）「ならびましょう」
①　言葉と呼吸
　１～４小節では，呼吸は１小節毎に行われてい
る。11，12小節目の「いち・に・さん・し・ご・
ろく・しち・はち」のフレーズは一呼吸で歌ってい
る。１，２小節目の「なら・びま・しょう・なら・
びま・しょう」の「ま」，３，４小節の「は・やく・
きれ・いに・なら・びま・しょう」の「く」「ま」，
５小節目の「いち・れつ・いち・れつ」の「つ」は
省略されている。９小節目の「あし・ぶみ・トン・
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トン」，11，12小節目の「いち・に・さん・し・
ご・ろく・しち・はち」は比較的正確に発音できて
いる。その他の部分は言葉が不明瞭である。
②　リズムとテンポ
　歌のテンポは♩＝132である。１，２小節目の
「なら・びま・しょう」[ ・ ・♩ ] は [
・ ・♩ ] で歌われている。11，12小節目の「い
ち・に・さん・し・ご・ろく・しち・はち」[ ♩・
♩・♩・♩・♩・♩・♩・♩ ] の４分音符のリズム
は比較的正確に歌われている。
③　旋律
　曲全体が gis1 音の同音進行によって歌われてい
る。
④　まとめ
　以上のような結果から，年少児の「ならびましょ
う」は，部分的に言葉が省略され，歌の大部分が不
明瞭な状態であった。リズムは付点リズムが８分音
符で歌われる傾向がみられた。旋律は曲全体が gis1 
音の同音進行によって歌われていた。
（２）「トントンまえ」
①　言葉と呼吸
　呼吸は1小節毎に行っており，「トン・トン・
ま・え」の言葉のまとまりは一呼吸で歌われてい
る。全体的に弱弱しい声で歌っている。１，２小節
目の「トン・トン・ま・え」の「え」は省略され，
「まー」と歌われている。３小節目は「トン・ト
ン・ま・え」の「トントン」のみが発音され，「ま
え」は発音されていない。９，10小節目の「まえ」
は遅れて発音されている。また12小節目は最後の
「ま」のみ発音されている。４～６小節は言葉が不
明瞭である。
②　リズムとテンポ
　歌のテンポは♩＝132である。１，２小節目の
「 ト ン・ ト ン・ ま・ え 」[ ♩・ ♩・ ♩・ ♩ ] の
「ま・え」[ ♩・♩ ] は のように２拍にまとめ
られており，拍に乗れず，遅れる傾向がみられる。
９，10小節目の「まえ」も同様な傾向がみられる。
③　旋律
　曲全体が gis1 音の同音進行で歌われている。
④　まとめ
　以上のような結果から，年少児の「トントンま
え」は，部分的に発音されておらず，全体的に弱弱
しい声で歌われていた。リズムも拍に乗れずに遅れ
て歌われる傾向がみられ，旋律は曲全体が gis1 音
の同音で歌われていた。
（３）「おむねをはりましょ」
①　言葉と呼吸
　最初の４小節をまとめて呼吸している。１～４小
節目の「おむ・ねを・はり・ましょ・のば・しま・
しょ」のみ発音されているが，一語一語が明確に発
音されていない。５小節以降は言葉が発音されてい
ない。
②　リズムとテンポ
　歌のテンポは♩＝138である。全体的にリズミ
カルさはなく，１～４小節目の「おむ・ねを・は
り・ましょ・のば・しま・しょ」[ ・ ・
・ ・ ・ ・♩ ] は [ ♩（おむ）♩（ねを）
♩（はり）♩（ましょ）♩（のば）♩（しま）♩
（しょ）] のように歌っており，一音に一語が語れ
ておらず，結果的に拍に乗れず，遅れて歌われる傾
向がみられる。
③　旋律
　１～４小節目の「おむ・ねを・はり・ましょ・の
ば・しま・しょ」[g1 g1 ・g1 a1 ・g1 g1 ・g1 e1 ・c1 c1 ・
d1 d1 ・e1 ] は fis1 音の同音で歌われている。
④　まとめ
　以上のような結果から，年少児の「おむねをはり
ましょ」は，大部分の言葉が発音されておらず，不
明瞭な状態であった。発音できる部分も，リズムは
拍に乗れずに遅れており，旋律は曲全体が fis1 音の
同音によって歌われていた。
（４）「おはようのうた」
①　言葉と呼吸
　年長児，年中児と同様に，前奏の最後の部分と歌
の終わりでは，子ども達全員が飛び上がる動作を
行っている為，全員が「ピョン」という掛け声を発
声している。
　１番の７，８小節目の「せん・せい・おは・よ
う」，15小節目の「きょー」，17小節目の「あそび」
で呼吸のまとまりがみられるが，その他の大部分で
はまとまりは感じられない。歌の大部分は不明瞭で
ある。12～14小節は言葉が発音されていない。１，
２小節目，15，16小節目の「きょー・も・なか・
よく」の「も」「く」，８小節目の「おは・よう」の
「う」，16～17小節目の「なか・よく・あそ・び
ま」の「く」「ま」は発音されておらず，詰って発
音されている。
　２番においては曲の大部分が不明瞭である。３
小節目の「せん・せい」，９，10小節目の「すべり
だい」，12～14小節目の「なか・よく・あそ・び・
ま・しょう」のみがやや明瞭に発音されている。
②　リズムとテンポ
　歌のテンポは♩＝132である。１番の１，２小節
目の「きょう・も・なか・よく」[ ・♪・ ・
] は [ ・ ・♪ ] と歌われており，付点
リズムは８分音符で歌っている。15～17小節目の
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「きょう・も・なか・よく・あそ・びま」[ ・
♪・ ・ ・ ・ ] は，[ ・ ・♩・
・♩ ] のように付点リズムは４分音符，８分音
符によって歌われている。
　２番は大部分が不明瞭であるが，９，10小節目
の「すべ・りだ・い」は［ ・ ・♩］，11小
節目以降の「きょう・も・なか・よく・あそ・び
ま・しょう」は［ ・ ・ ・ ・ ・
♩］のように８分音符のリズムに変化している。
③　旋律
　歌の大部分は歌えていないが，曲全体が gis1 音
の同音で歌われている。
④　まとめ
　以上のような結果から，年少児の「おはようのう
た」は，歌の大部分が不明瞭であった。部分的に発
音できた箇所も言葉を正しく発音できず，詰って発
音される傾向がみられた。付点リズムの箇所は正確
に歌えておらず，リズミカルな躍動感は感じられな
い。旋律は曲全体が gis1 音の同音によって歌われ
ていた。
Ⅳ．考察
１．各年齢別にみる特徴
（１）年長児
　年長児の『朝のうた』では，言葉とリズムは全体
的に正確であった。４曲共，呼吸は言葉のまとまり
に従って行われており，子ども達は言葉の意味をあ
る程度わかった上で呼吸をコントロールしながら
歌っているのではないかと考えられる。
　リズムにおいても，付点リズムは正確で，拍に
乗ってリズミカルに歌われており，子ども達は拍を
感じて歌っていると考えられる。また，歌のテンポ
は４曲を通して♩＝126～138の範囲であった。こ
れを平均すると♩＝132となる。４曲目の「おはよ
うのうた」の原曲の指定テンポは♩＝92～104で
あるが，♩＝132となっており，かなり速いテンポ
で伴奏されている。この曲は４曲のメドレーの最後
に歌われるため，前に歌われた３曲の勢いもあって
テンポが速くなったと思われるが，子ども達にとっ
てはかなり速いテンポであったと思われる。また，
「ならびましょう」の「ランランラン」の「ン」や
「トントンまえ」の「え」が省略されたのも，テン
ポが速すぎて言葉を丁寧に発音できなかったことが
原因ではないかと考えられる。
　旋律においては，子ども達が歌えた声域は「なら
びましょう」では c1 ～ h1 ，「トントンまえ」は d1 
～ a1 ，「おむねをはりましょう」では d1 ～ g1 ，「お
はようのうた」では d1 ～ a1 であった。したがって，
４曲全体を通して子どもたちが歌えた最低音は c1 
音，最高音は h1 音となる。最高音である h1 音は，
「ならびましょう」の歌の中の最高音であり，比較
的ピッチが正確に歌われているが、他の曲において
は不正確であった。また，最低音の c1 音も「なら
びましょう」では比較的ピッチが正確であるが，他
の曲では不正確な歌われ方をしていた。以上のこと
から，子ども達が４曲共に常時発声できていた最
低音は d1 音，最高音は a1 音であると考えられ，年
長児の歌唱可能な声域は d1 ～ a1 の範囲であると思
われる。また，全体的に旋律の輪郭はほぼ形成され
ていると考えられるが，旋律の上昇下降が長６度上
昇，完全４度下降，完全５度上昇等の大幅な部分
は，同音や長２度下降，長３度上昇のような狭い音
程に変化して歌われる傾向がみられた。旋律の上昇
下降の意識はあるものの，音の跳躍は原曲よりも狭
い幅に留まっている状態であると思われる。
（２）年中児
　年中児の『朝のうた』では言葉の発音が明瞭でま
とまりに従って歌われる曲と，言葉が部分的に不明
瞭で，唱え言葉のように叫んで歌う曲がみられた。
言葉が未だ安定して正確に発音できない状態である
と思われる。
　また，リズムにおいては付点リズムは８分音符や
４分音符で歌われており，大部分が拍に乗れず，リ
ズミカルに歌えていない状態であった。言葉が未だ
正確に発音できないため，リズムもまだ不安定な状
態であると思われる。また，歌のテンポは４曲を通
して♩＝138～144の範囲であった。平均すると♩
＝141となり，４曲を通してかなり速いテンポが提
示されていた。言葉が正確に発音されない状態にお
いて，速いテンポが提示されたため，唱え言葉のよ
うに発音したり，叫ぶような歌声になったものと考
えられる。また，「ならびましょう」の「ランラン
ラン」の「ン」や，「トントンまえ」の「え」が省
略されたことも，テンポが速すぎて言葉を正確に発
音できなかったことが要因ではないかと考えられ
る。
　また，旋律においては，子ども達が歌えた声域は
「ならびましょう」は fis1 ～ a1 ，「トントンまえ」
は e1 ～ gis1 ，「おむねをはりましょ」は e1 ～ g1 ，
「おはようのうた」は f1 ～ a1 であった。したがっ
て，４曲全体を通して子どもたちが歌えた最低音
は e1 音，最高音は a1 音であり，年中児の歌唱可能
な声域は e1 ～ a1 の範囲であると考えられる。また，
旋律の大部分は e1 ，f1 ，fis1 ，gis1 ，a1 音の同音進
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行によって歌われており，この段階では旋律の上昇
下降は未だ形成されていない状態であると考えられ
る。
（３）年少児
　年少児の『朝のうた』の問題点は，言葉が明瞭に
発音できず，曲の大部分で呼吸のまとまりが感じら
れないことであった。この段階では言葉を未だ理解
できていないものと考えられる。リズムも全体的に
拍に乗れず，遅れる傾向がみられた。年少児は日常
の言葉に喃語が混じる場合も多く，言葉が正しく発
音できないために，未だリズムの形成もなされてい
ない状態であると考えられる。また，歌のテンポは
４曲を通して♩＝132～138の範囲であり，平均す
ると♩＝134のテンポであった。これは年長児，年
中児と同等の速さであり，年少児にとってはテンポ
がかなり速すぎることも言葉を明瞭に発音できない
要因ではないかと思われる。旋律においては全体的
に fis1 音，gis1 音の同音によって歌われており，こ
れらの曲については未だ旋律の上昇下降は全く形成
できていない状態であると考えられる。
（４）全体的な考察
　今回の『朝のうた』の調査の結果，年長児はかな
り正確に歌えていたものの，年中児は言葉，リズ
ム，旋律の面において未だ不安定な状態であった。
年少児においてはすべての面において問題点がみら
れた。
　一般的に，年少児は未だ声域が狭く，言葉に喃語
が混じっており，旋律の音高を聞き分けることも難
しいと言われている。このことを考慮せずに教材を
選択することは，無理な発声となり，子どもの声帯
を傷つける可能性もあると指摘されている14）。ま
た，自分のペースで歌うことが中心で，集団で声を
揃えることすら難しい年少児にとって，年長，年中
と同じ歌唱教材を与え続けることは子どもの歌う
意欲を削ぐことにつながるのではないだろうか15）。
吉富は「「幼児の歌唱の形態」という視点の希薄な
ままに，季節感，年中行事，生活指導などを視点と
して選曲された場合には，幼児にとって不適切な高
音を含む曲を選択することになる場合も少なくあり
ません。年齢が小さければ小さいほど，音楽の論理
と大人の論理を控えて，子どもの論理を優先させる
ことが必要です。」と述べている16）。以上のことか
ら，年少児においては２，３音からなる短く単純な
節からなるわらべうたのような教材が相応しいと思
われる17）。
　また，教材の選択と共に，保育者が子ども達の歌
声をきちんと聴く姿勢が重要であると考える。羽根
田は幼稚園での集団歌唱において，ピアノ伴奏があ
ることと担任が同席することは，子どものどなり声
を誘発すると指摘している18）。保育者はとかくピ
アノを弾くことに集中しがちであるが，その為に子
ども達の歌声や表情を正確に把握できていないこと
も多いのではないだろうか。よって，歌の指導にお
いては，常時，ピアノで伴奏することを当たり前と
せず，時にはピアノ伴奏なしで保育者が一緒に歌う
など，状況に応じた歌唱形態によって，子ども達の
歌声を聴きとり，子どもが歌うことに対して意欲を
持てるような保育者の関わり方が重要であると思わ
れる。
Ⅴ．おわりに
　今回の調査によって，各年齢の歌唱活動の発達段
階に応じた教材を選択することや，学習方法を理解
した上で，子どもの歌声を保育者が聴く姿勢を持
ち，子どもの実態に応じた歌の活動を行うことが重
要であることが明らかになった。さらに，『朝のう
た』とは子どもにとって本来どのような意味をもつ
ものなのか改めて考えていくことも重要ではないだ
ろうか。今後は，年齢別に具体的にどのような歌唱
教材がふさわしいのかについて検討すると共に，保
育者養成課程の学生に，幼児の音楽活動における教
材選択の重要性や子どもの実態に応じた活動の在り
方を伝えていきたい。
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譜例１．「おはようのうた」（年長児）
１番 ２番
譜例２「おはようのうた」（年中児）
１番 ２番
あ　　そ　び　　ま　しょう　《ピョン》
♩=132
お はよう お はよう せん せい お はよう
み なさん お はよう お　す　な　ば　ま　　ま　ご　　と
す　　べ　り　だ　　い きょー 　　も　　な　　かよ　　く
あ　　そ　び　　ましょう　《ピョン》
♩=138
（歌っていない） （不明瞭） せん　　せい　　　お　は　よう
み　な　さん （不明瞭） （不明瞭） （不明瞭）
す　べ　り　だ　　い きょー ー な　か　よっ
　 　 　
♩=132
きょー 　　も　　な　　かよ　　く　あ　　そび　　ま　しょ　《ピョン》
お　は　よう　　　お　は　よう　　せん　　せい　　　お　は　よう
み　　なさん　　　お　はよう　　　お　　ひさ　　ま　に　　こ　に　　こ
よ　　いてん　　　き　　　　　　　きょう　　　も　　な　　か　よ　　く
あ　　そ　び　　ま　しょう　《ピョン》
♩=138
きょー 　　も　　な　か　よっ　　　あ　　そび　　　しょう　《ピョン》
（歌っていない） （不明瞭）お　　　　は　よう　せん　　せい　　　お　は
（不明瞭） （不明瞭） （不明瞭）み　　なさん
（不明瞭） （不明瞭） きょー 　　　も な　か　よ　く
あ　　そ　び　　ま　しょう　《ピョン》
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譜例１．「おはようのうた」（年長児）
１番　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　２番
譜例１．「おはようのうた」（年長児）
１ ２番
譜例２「おはようのうた」（年中児）
１番 ２番
あ　　そ　び　　ま　しょう　《ピョン》
♩=132
お はよう お はよう せん せい お はよう
み なさん お はよう お　す　な　ば　ま　　ま　ご　　と
す　　べ　り　だ　　い きょー 　　も　　な　　かよ　　く
あ　　そ　び　　ましょう　《ピョン》
♩=138
（歌っていない） （不明瞭） せん　　せい　　　お　は　よう
み　な　さん （不明瞭） （不明瞭） （不明瞭）
す　べ　り　だ　　い きょー ー な　か　よっ
　 　 　
♩=132
きょー 　　も　　な　　かよ　　く　あ　　そび　　ま　しょ　《ピョン》
お　は　よう　　　お　は　よう　　せん　　せい　　　お　は　よう
み　　なさん　　　お　はよう　　　お　　ひさ　　ま　に　　こ　に　　こ
よ　　いてん　　　き　　　　　　　きょう　　　も　　な　　か　よ　　く
あ　　そ　び　　ま　しょう　《ピョン》
♩=138
きょー 　　も　　な　か　よっ　　　あ　　そび　　　しょう　《ピョン》
（歌っていない） （不明瞭）お　　　　は　よう　せん　　せい　　　お　は
（不明瞭） （不明瞭） （不明瞭）み　　なさん
（不明瞭） （不明瞭） きょー 　　　も な　か　よ　く
あ　　そ　び　　ま　しょう　《ピョン》
譜例２．「おはようのうた」（年中児）
１番　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　２番
譜例１．「おはようのうた」（年長児）
１番 ２番
譜例２「おはようのうた」（年中児）
１番 ２番
あ　　そ　び　　ま　しょう　《ピョン》
♩=132
お はよう お はよう せん せい お はよう
み なさん お はよう お　す　な　ば　ま　　ま　ご　　と
す　　べ　り　だ　　い きょー 　　も　　な　　かよ　　く
あ　　そ　び　　ましょう　《ピョン》
♩=138
（歌っていない） （不明瞭） せん　　せい　　　お　は　よう
み　な　さん （不明瞭） （不明瞭） （不明瞭）
す　べ　り　だ　　い きょー ー な　か　よっ
　 　 　
♩=132
きょー 　　も　　な　　かよ　　く　あ　　そび　　ま　しょ　《ピョン》
お　は　よう　　　お　は　よう　　せん　　せい　　　お　は　よう
み　　なさん　　　お　はよう　　　お　　ひさ　　ま　に　　こ　に　　こ
よ　　いてん　　　き　　　　　　　きょう　　　も　　な　　か　よ　　く
あ　　そ　び　　ま　しょう　《ピョン》
♩=138
きょー 　　も　　な　か　よっ　　　あ　　そび　　　しょう　《ピョン》
（歌っていない） （不明瞭）お　　　　は　よう　せん　　せい　　　お　は
（不明瞭） （不明瞭） （不明瞭）み　　なさん
（不明瞭） （不明瞭） きょー 　　　も な　か　よ　く
あ　　そ　び　　ま　しょう　《ピョン》
譜例１．「おはようのうた」（年長児）
１番 ２番
譜例２「おはようのうた」（年中児）
１ ２番
あ　　そ　び　　ま　しょう　《ピョン》
♩=132
お はよう お はよう せん せい お はよう
み なさん お はよう お　す　な　ば　ま　　ま　ご　　と
す　　べ　り　だ　　い きょー 　　も　　な　　かよ　　く
あ　　そ　び　　ましょう　《ピョン》
♩=138
（歌っていない） （不明瞭） せん　　せい　　　お　は　よう
み　な　さん （不明瞭） （不明瞭） （不明瞭）
す　べ　り　だ　　い きょー ー な　か　よっ
　 　 　
♩=132
きょー 　　も　　な　　かよ　　く　あ　　そび　　ま　しょ　《ピョン》
お　は　よう　　　お　は　よう　　せん　　せい　　　お　は　よう
み　　なさん　　　お　はよう　　　お　　ひさ　　ま　に　　こ　に　　こ
よ　　いてん　　　き　　　　　　　きょう　　　も　　な　　か　よ　　く
あ　　そ　び　　ま　しょう　《ピョン》
♩=138
きょー 　　も　　な　か　よっ　　　あ　　そび　　　しょう　《ピョン》
（歌っていない） （不明瞭）お　　　　は　よう　せん　　せい　　　お　は
（不明瞭） （不明瞭） （不明瞭）み　　なさん
（不明瞭） （不明瞭） きょー 　　　も な　か　よ　く
あ　　そ　び　　ま　しょう　《ピョン》
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注
１）８呼間とは８拍のことを示している。呼間とは
曲の「拍」を示し，１呼間とは１拍のことを示
す。拍子が異なる曲において共通した拍の表現方
法として用いている。
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